
先週号で主要７カ国のＧＤＰの推移グラフを紹介しました。日本だ

けがこの２０年間伸びてなくて、景気がいっこうに良くならないこと

を指摘しました。 
今週は、主要７カ国の国民 

１人当りのＧＤＰの推移のグ 
ラフです。２０年前は世界で 
日本が一番でしたが、この間 
日本だけがマイナスになって 
現在は全部の国に抜かれて最 
下位になっています。日本は 
もう経済大国ではないのです。 

沼田市は太陽光発電設備に対する補助の方法を今年度から「県の補

助」も取り入れるために、発電パネルの設置だけではなく、省エネ設

備などを併設しなければならないとしてきましたが、国の事業仕分け

などによって、「（国からの財源を利用している)県の補助）と「国の補

助」が併用禁止になる可能性もあるので、補助額の多い「国の補助」

を優先利用するために、太陽光発電パネル設置だけでも補助が受けら

れる昨年と同じ方法に戻すことになりました。 
日本共産党市議団は、３月の予算審議の中で、従来の方法で行くべ

きだと主張していました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

所得割 
 

資産割 
均等割（円） 

 （人数割） 

平等割（円） 

 （世帯割） 

①医療分 ４.９０％ ２１.00％ ２３,２００ ２１,８００ 

②後期高齢者 

支援分 

１.５０％ ６.８０％  ７,２００  ７,０００ 

③介護分 １.２０％ ６.７０％  ９,３００  ５,６００ 

 

 

改

正

前 

  計 ７.６０％ ３４.50％ ３９,７００ ３４,４００ 

  

所得割 
 

資産割 
均等割（円） 

 （人数割） 

平等割（円） 

 （世帯割） 
     

①医療分 ５.９０％ ２１.00％ ２３,２００ ２１,８００ 

②後期高齢者 

支援分 

１.８０％ ６.８０％  ７,２００  ７,０００ 

③介護分 １.４０％ ６.７０％  ９,３００  ５,６００ 

 

 

改

正

後 

  計 ９.１０％ ３４.50％ ３９,７００ ３４,４００ 

 

２０１０年５月１６日    №５１７ 

 
発行所沼田市下久屋町 983  ☎23－1519 
井之川博幸議員活動地域版部内資料 

 ５月１１日に開催された沼田市議会民生福祉委員協議会において、市は

６月議会に国保税を６．５５％、一世帯当たり約２２万５千円から２４万

円（総額１億円）に引き上げる議案を提出したいとの説明を行いました。 

 日本共産党市議団は、従来から一般会計から繰入をして、高くて払いき

れない国保税を引き下げるよう要求しています。今回の引き上げ提案に対

し、井之川博幸委員は、厳しい経済情勢の中で引き上げをしないために、

一般会計からの繰入を検討してきたかについて質しました。 

  

 父子家庭にも児童扶

養手当が支給されるこ

とになったと「いのさん

ニュース」で知りまし

た。どんな内容ですか。 
 

 

 
 今年の８月から実施されま

す。８～１１月分を１２月に支

給します。子供１人の場合所得

に応じて、月９８５０～４万１

７２０円です。所得制限額は、

年収３６５万円以上です。沼田

市では１００世帯中６０世帯

に支給されます。 


